
平成30年7月11日
　　　　医療支援課

医療開発委員会の活動について

平成27～28年度は、「医学生に医師会活動・地域医療を啓発する」活動を実施した。

主要な活動は、以下のとおり。

　　1．医学生の活動への顕彰および助成金の提供

　　2．医学生・研修医との交流会の主催

　　3．医療関係学生イベントへの後援等の後方支援

　　4．研修医オリエンテーションの企画準備

具体的な活動は下記のとおり。

1．医学生の活動への顕彰および助成金の提供

　　・　　「医学生の活動（地域公衆衛生あるいは社会・文化領域）への顕彰および助成金提

　　　供」として、平成29年4～5月に募集し、学生サークル活動2件を顕彰し各10万

　　　円を助成した。（Medical　Future　Fes、関東医学部勉強会サークルKeMA）

　・　国際医学生連盟主催「アジア太平洋地域会議2017」（2017．9．17～20）に対して10

　　　万円を助成。

2．医学生・研修医との交流会の主催

　　・　　「医学生と東京都医師会との連絡会」（医学生団体の活動報告、講演、都医の紹介、

　　　懇親会）を3回開催（2016．1．29、2017．4．7、2017．9．8）10～20名参加

　　・　東京都医師会主催「いい医師になろう！～総合診療力を高め、真の「かかりつけ医」

　　　になるために～」を都医会館にて開催（2016．12．11）60名参加

3．医療関係学生イベントへの後援等の後方支援

　・　Medical　Future　Fes主催「Sum皿er　Fes　2017」（2017．8．19～20）について、後援、

　　　都医会館を提供、尾崎会長・目々澤理事の挨拶。延べ180名参加。

　・　国際医学生連盟主催「アジア太平洋地域会議2017」（2017．9．17～20）について、

　　　後援、尾崎会長Opening　Speech（英語）、目々澤理事Closing　Speech

4．研修医オリエンテーションの企画準備

　他府県で実施している研修医向けオリエンテーションを東京でも実施可能か検討する

　　ことが協議され、先ずはアンケートを実施することとし、アンケート案を作成。

以上



医学生の活動（地域公衆衛生あるいは社会・文化領域）への

顕彰および助成金提供

応　募　要　項

　東京都医師会が医学生への顕彰および助成を行うことは、医学生に医師会を身近に感じ

てもらうことであり、意義のあることである。　　　　　　　　　　　　　　　　tx

　地域公衆衛生活動は直接住民に接する活動であり、将来、地域医療、在宅医療、災害医

療、公衆衛生活動をおこなう際の良いトレーニングになる。

　伝統ある地域公衆衛生活動を行うサークルは、医学生・看護学生がその活動を企画・準

備し、医療行為が必要な場面（健・検診や診療）は、そのOB・OGがそれを担うという

形がとられており、そこまでの活動は既に医師会が行っている地域医療の活動とさほどは

差異のない内容までになっている。

　また、東京都内医学部学生によるさまざまな社会・文化領域における活動の活性化をも

目的として、顕彰および助成金制度を設けることとした。

　東京都医師会は、地域公衆衛生活動や医学関連の社会・文化領域において、その発展・

啓発普及に寄与する医学生の団体を対象として、下記要領にて、これまでの活動実績を顕

彰するとともに今後の活動への助成金を提供する。

　なお、提出された最終的な活動報告は東京都医師会が公表する。

　本件の応募は、大学医師会の協力を得て、下記のとおり募るものとする。

記

1．応募期間　平成29年4月1日（土）～5月31日（水）

2．応募要件 東京都内で活動するサークルであること。

サークルには医学生が複数名所属していること。

3．応募方法 別添の「応募・推薦用紙」により、学生自身または代表者が所属医学部

教員もしくは医師会役員の推薦を得て、過去の実績を明記した書類を添

付して、東京都医師会に応募する。

4．応募採択　　東京都医師会が審査のうえ顕彰する。

5．助成金　単年度、1サークル、100，000円とする。

6．活動報告　　活動終了後、速やかに所定の書式にて活動報告を提出する。

以上



医学生の活動（地域公衆衛生あるいは社会・文化領域）への

顕彰および助成金

応募・推薦用紙

受付番号　1．

■どちらかに○をお付けください。

　　　　　　　　　　　　A個人

■応募するテーマ・タイトル・内容

医療系学生に向けた医療の将来を考えるための勉強会や講演会

■応募者氏名（複数の場合は全員の氏名を書き、代表者に◎、 医学生に○をつける）

◎黒木平、○武藤康輔、関原未沙央、○須藤大貴、笹木 愛、高橋佳子

■代表者の所属・職名・肩書き・学年など

東京医科歯科大学医学部医学科4年

■推薦者（所属・職名・肩書きなど）

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　教授 、　　　　　　←
■応募者の連絡先

〒2720827千葉県市川’市国府台2－8－30－218

電話番号　08064333620　　　　　　　FAX番号

メールアドレスmedicalfuturefes2016＠gma日．com

■応募または推薦の理由

※他に、応募する内容に関して概要を800字程度にまとめ、 添付してください。

■過去の活動実績

2016年8月20日、21日　Su拍mer　Fes　2D16

2017年2月19日　　　10年後のあなたへ

～駆け込みドクター大竹先生から学ぶキャリアプランニング～

2017年3月5日　　　　Ubdobe代表岡勇樹さんによる

～医療福祉、何それ美味しいの？～

2017年4月22日　　　Medica1　Future　Fesによる～妄想企画書～

2017年5月7日　　　　栄養系学生Nとの共同企画

美味しく食べる治療食～栄養士の卵with医療系～

など



応募理由

　Medical　Future　Fesは、東京を拠点にし、全国の医学・歯学・薬学・看護学生を中心に

医療を多角的に学び、将来の医療について考えていく医療系学生団体である。毎月1回30

人程度の勉強会で最先端の医療に携わっている方々にご講演をいただき、その内容をもと

に学生と講師の方とが対話をし、今後の医療の展望を考え、これからの医療を積極的に牽

引する人材となれるよう日々研鍵に励んでいる。また、8月には全国から数百入規模の医

療系学生を集め、様々な講演会や勉強会を行い、日頃の研讃を全国の医療系学生と共有し、

全国規模で今後の医療について考える機会も設けている。これらの全てが、学生によって

運営されていることも特徴である。

　今後は、勉強会の頻度や規模を拡大し、2020年東京オリンピックが開催される頃には、

東京を中心とした全国の医療系学生の輪を作り、学生時代から医療をよりよくする機運が

高まるよう活動していきたいと考えている。



医学生の活勘（地域公衆衛生あるいは社会・文化領域）への

顕彰および助成金

応募・推薦用紙

受付番号　2．

■どちらかにOをお付けください。

A鯨　　　（⊆鉋

■応募するテーマ・タイトル・内容

関東医学坪勉3蛤サーワノレKe船

■応募者氏名（複数の場合は全員の氏名を書き、代表者に◎、医学生にOをつける）

◎高絢慶．祐　　　o加鎌頑　　　o演烏喬野

o請ホ痢・史　　　o笥原彩佳

■代表者の所属・職名・肩書き・学年など

束息大学医学評医学斜r弓

■推薦者（所属・職名・肩書きなど）

東京大崇大学院限撃系研耀群羅属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孫禰　⑮医学教青国際研究セシタ∪笥師

■応募者の連絡先

〒169一δ・73蒜都新宿区臥町4－5－2－％3

電話番号03－3364－3張7　　　　　FAX番号　03－33θチー39ユ7

メールアドレス榔wkeh　67・7鰯怜辻¢・m

■応募または推薦の理由

※他に、応募する内容に関して概要を800字程度にまとめ、添付してください。

■過去の活動実績

鵠雛‡週1籔劇黍灘橿炎1駕纏畿；

1：隠露三㌶獣曇懲1灘簾鐘㌣生蹴医大）



平成29年5月30日

東京都医師会事務局　御中

関東医学部勉強会サークルKeMA

応募者代表　高橋健祐

「医学生の活動（地域公衆衛生あるいは社会・文化領域）への顕彰および助成金」

　　　　　　　　　　　　　　　　応募の理由書

　この度、貴会助成事業に応募いたします関東医学部勉強会サークルKeMA（キーマ）代表

の高橋と申します。応募の理由は以下の3つです。

①大学の枠を超えて学生が主体的に学ぶ、勉強会文化の発信拠点として

　近年、全国各地で医学・医療を学ぶイベントが多数開催されていますが、関東において大

学の枠を超えた学生勉強会は殆どありませんでした。関東医学部勉強会サークルKeMAは、

関東の医学部生が臨床医学の実践を主体的に学ぶ場を提供するべく、昨年19月に設立されま

した。

　KeMAの特徴は、著名な先生をお呼びする回と学生が発表する回をバランス良く開催して

いる点にあります。現場で活躍されている先生による実践的かつ質の高い勉強会を提供しつ

っ、学生同士でディスカッションする主体的な勉強会も提供しています。

　このような勉強会を通して、様々な大学の学生がお互いに医学的知識・技能を身に付ける

文化を普及させていきたいと考えております。

②参加者同士の交流

　これまでに開催した勉強会では毎回25～50名ほどの医学生が参加しており、KeMAのよ

うな勉強会には大きな需要があるものと捉えております。参加者はモチベーションの高い学

生ばかりであり、グループディスカッションではハイレベルな熱論を交わし、また勉強会後

の懇親会の場でも熱心な情報交換が行われております。

③東京から関東へ、そして日本全国へ

　KeMAは都内で勉強会を開催しておりますが、毎回関東各地から参加者が集まります。ま

た、今年3月に東京都医師会館で開催した第3回勉強会には北海道から九州まで50名の学



生が参加し、大変盛会となりました。

　私たちは、多くの大学の学生がKeMAに参加して刺激を受けることで、各大学内でも自主

的な勉強会を開催するきっかけになることを望んでいます。今後運営をさらに安定化させ、

関東だけでなく全国にも勉強会の文化を広めることで、医学生の臨床能力向上に少しでも寄

与してまいりたいと考えております。

以上の理由より、本事業へ応募いたします。何卒ご支援賜りたく、宜しくお願い申し上げ

ます。



｛FMSA－japan

　　　　lFMSA－」apan

国際医学生連盟日本

アジア太平洋地域会議2017開催要項

　　　　　～10年ぶり2回目の日本開催～

IFMSA－　Japan（国際医学生連盟日本）による国際会議「アジア太平洋地域会議（APRM）」の10年ぶりの日

本開催が決定いたしました。アジア各国から選抜された200人の医学生が日本に集い、アジア地域の医療

分野の課題について、医学生を代表した提言をまとめます。

国際医学生連盟（IFMSA：lnternational　Federation　of　Medical　Students’Associations）は非営利・非政治の国際NGOです。　WHO

（世界保健機関）、WMA（世界医師会）を始め、様々な国際機関、　UNESCOやUNICEFなどの国連機関と公式な関係を結んでいる、

唯一の医学生団体です。IFMSA本部の代表は様々な会議に招かれ、世界中の医学生を代表して発言しています。124の国と地域か

ら132団体が加盟し、130万人以上の医学生が参加しています。1961年にIFMSAに加盟した日本支部は、全国の医学部・医科大

学のESSや医療系サークルなどの団体会員、および個人会員によって構成されています。2017年3月現在、団体会員58校、個

人会員700名、IFMSA－」apanの中で最大の無料メーリングリストには2500名が参加しています。

APRMとは、年に一度アジア太平洋地域で開催される、　IFMSA主催の国際会議です。会議は全て英語で行われ、アジア太平洋地域

から約200人の医学生が集まります。毎年、アジア太平洋地域の加盟国による立候補により開催され、2017年のAPRMは10年ぶ

りに日本での開催が決定いたしました。APRMの日本開催は、　IFMSA本部役員が考えた様々な企画を、海外の医学生と共に体験で

きる貴重な機会となります。

（1）名称：［和文］アジア太平洋地域会議［英文］　Asia－Pacific　Regional　Meeting（APRM）

（2）会期：APRM　2017年9月17日（日）～9月21日（木）

　　　　　preAPRM　2017年9月14日（木）～9月17日（日）

（3）会場：国立オリンピック記念青少年総合センター（代々木）

（4）主管：国際医学生連盟日本（IFMSA－」apan）

（5）主催：国際医学生連盟（IFMSA） APRM2◎17　JAPAN
（6）参加者：約200名（オーストラリア、バングラデシュ、中国、香港、フィジー、インド、インドネシア、日本、カザフスタン、

韓国、モンゴル、ネパール、パキスタン、フィリピン、シンガポール、台湾、タイ、ウズベキスタンからの医学生）

【お問い合わせ】

APRM2017運営事務局

secretary＠aprm2017japan．org



アジア太平洋地域会議

事前会議Pre・APRM

タイムスケジュール（予定）

　月14日（木）

到着、チェックイン

9引5自（金）

8：30－17：00ワークショップ

　　IFMSA本部役員による研修会：

　　ソフトスキルを磨く研修会

　　　（未定）

　　人権についての研修会

　　Ms．　Jessica　Zhang

　　　（Karolinska　lnstitute，　Sweden）

　　医学教育についての研修会

　　Ms．　Arij　Chatbri

　　　（University　of　Sousse，　Tunisia）

9月16日（土）

8：30－17：00ワークショップ

9月17日（日）

8：30－12：00ワークショップ

13：00－15：00Tea　Party

　　お茶会

　　東京女子医科大学ほか　茶道部



アジア太平洋地域会議APRM

タイムスケジュール（予定）

9月17日（日）

到着、チェックイン

18：30－21：30オープニングセレモニー

　　　【挨拶】

　　来賓ご挨拶

　　lFMSAアジア太平洋地域責任者

　　Mr．　Satria　Nur　Sya’ban

　　　（AirlanggaUniversity，　lndonesia）

　　IFMSA－Japan代表

　　APRM運営委員長

　　　【出し物】

　　未定

9ノ月18日　（月）

8：30－12：00委員会セッション

　lFMSA本部役員によるワークショップ

　Ms．　Jessica　Zhang

　　（Karolinska　Institute，　Sweden）

　Mr，　Mauro　Henrique　Camacho

　　（Federal　University　of　Rio　de　Janeiro，　Brazil）

　Ms．　Arij　Chatbri

　　（University　of　Sousse，　Tunisia）

　ほか

12：00　一　13：00昼食

13：00－14：30ActMties　Fair

　　　学生による活動紹介ポスターセッ

　　　ション

14：30－15：00休憩

15：00　一　17：00　トレーニング

　　IFMSA本部学生による研修会

17：00－18：00夕食

20：00－22：00Cultural　Night

　　文化交流パーティー

　　各国の学生による出し物

9月19日（火）

8：30－11：30委員会セッション

11：30－12：30昼食

12：30－14：30トレーニング

　　　IFMSA本部学生による　ワークショップ

14：30－15：00休憩

15：00－17：00テーマイベント①

　　　Healthcare　in　Conflicts　and　Emergencies：Medical

　　　workers　towards　building　peace

「核兵器、軍事力、紛争について」

一講演とパネルディスカッションー

日本赤十字社長崎原爆病院　名誉院長

朝長　万左男　先生

公益社団法人日本国際問題研究所

軍縮・不拡散促進センター　元所長

阿部　信泰　先生

（予定）NPO法人アクセプト・インターナショナル

代表理事

永井　陽右　さん

17：00－18：00夕食

20：00－22：00パーティー



gノ月　20日　（水）

8：30－12：00委員会セッション

12：00－13：00昼食

13：00　一　14：30ジョイントセッション

14：30－15：00休憩

15：00－17：00テーマイベント②

　　Healthcare　in　Conflicts　and　Emergencies：Medical

　　workers　towards　building　peace

「難民問題と医療について」

一講演とワークショップー

（予定）日本・イラク・メディカルネット（JIM－NET）

代表

鎌田　實　先生

17：00－18：00夕食

18：00－19：30総会本会議

19：30　一一　21：30クロージングセレモニー

　　テーマイベント成果の発表

　　　【挨拶】

　　来賓ご挨拶

　　IFMSAアジア太平洋地域責任者

　　Mr．　Satria　Nur　Sya’ban

　　　（Airlangga　University，　lndonesia）

　　APRM運営委員長

9月21日（木）

チェックアウト、出発



医学生との連絡会　次第

日時：平成28年1月29日（金）

　　　午後6時～6時50分

場所：東京都医師会1301～03会議室

1．開　会 東京都医師会理事 目々澤　肇

2．挨　拶 東京都医師会副会長 角　田 徹

3．東京都医師会からの報告

4．医学生団体の活動報告

（1）大阪どまんなか

（2）チーム・メディックス

5．場所を改めて懇親会



医学生と東京都医師会との連絡会　次第

日時：平成29年4月7日（金）

午後7時30分～8時30分（終了予定）

場所：東京都医師会館501・502会議室

1．開　会 東京都医師会理事 目々澤　肇

2．挨　拶 東京都医師会長 尾　崎　治　夫

3．特別講演

　　演題：「当直で困らない頭痛疾患の知識（仮題）」

　　講師：東京女子医科大学病院　頭痛外来　　清　水　俊　彦　　先生

4．東京都医師会役員の紹介

5．場所を改めて懇親会



医学生と東京都医師会との連絡会　次第

日時：平成29年9月8日（金）

午後7時30分～8時30分（終了予定）

場所：東京都医師会館501・502会議室

1．開　会 東京都医師会理事 目々澤　肇

2．挨　拶 東京都医師会長 尾　崎　治　夫

3．特別講演

　　演題：「守りの美学」

　　講師：順天堂大学　総合診療科・病院管理学教授

　　　　　東京都医師会理事　　　　　　　　　　　　　小　林　弘　幸　　先生

4．東京都医師会役員の紹介

5．場所を改めて懇親会



2016　12　11

　　　　　　【東京都医師会主催】いい医師になろう1

～総合診療力を高め、真のrかかりつけ医1になるために～

13：00

～
13：05

　　　　　　　　　　吉竃　　■

『開会のご挨拶』

東京都医師会尾崎治夫会長

13：05

～
13：15

「過不足のない医療、かかりつけ医とは」

日本医師会　横倉義武会長

第一部医局や医学部では学ぺないr医療制度」

13：15

～
14：20

医療を取り巻く深刻な現実や、医療財政が一段と厳しくなり、医療費適正化の
流れが強まる中、どのように過不足ない医療を提供していくかを議論します。
持続可能な医療を支えるためには、私たち医師一人ひとりのカが必要です。一緒に何が出来るか、何をすべきか考えましょう。

14：20

～
14：30

「資源念頭に最善の医療を」

日本医学会　　高久史麿会長

休憩 10分間

第二部明日から役立つ「臨床推論」

14：40

～
笛：30

総合診断力を高める「臨床推論」では、コーディネーター役を務める東京都医師
会の理事らの指導を受けながら、具体的なケースを基に、確定診断までのスキ
ルを磨いていただきます。
真の「かかりつけ医」になるための資質を高めていただくのが狙いです。

質疑応答

アンケートご記入



〈ご挨拶〉

〈講師〉

日本医師会横倉義武会長

日本医学会高久史麿会長

東京都医師会尾崎治夫会長

独立行政法人地域医療機能推進機構本部総合診療願間
徳田安春氏

1988年琉球大学医学部を卒業
2005年ハーバード大学大学院公衆衛生修士号を取得
2009年筑波大学付属病院水戸地域医療教育センター
　　　教授に就任
2014年JCHO本部総合診療顧問、筑波大学客員教授、
　　　JGFM編集委員長、臨床研修病院群プロジェクト
　　　群星沖縄副センター長などを兼任、現職。

特定非営利活動法人日本医療政策機構理事
宮田俊男氏

2003年大阪大学医学部医学科卒業
2009年厚生労働省入省
2013年特定非営利活動法人日本医療政策機構に参画
2013年内閣官房健康・医療戦略室戦略推進補佐官に
　　　任命

東京大学大学院医学系研究科国瞭保健政策教室教授
渋谷健司氏

1991年東京大学医学部医学科卒業
1993年米国ハーバード大学リサーチ就任
2001年世界保健機構（WHO）シニア・サイエンティスト就任

2008年東京大学大学院医学系研究科
　　　　国際保健政策学教室教授に就任
2012年一般社団法人ジェイ・アイ・ジP－一・・エイチ

　　　代表理事に就任

公益社団法人東京都医師会副会畏
近藤太郎氏

1989年慶雁義塾大学医学部卒業
1993年慶雁義塾大学医学部神経内科助手
1997年東京都渋谷区に近藤医院開設、院長
2011年公益社団法人東京都医師会副会長



過不足のない医療、かかりつけ医とは

　　　2016年12月11日

公益社団法人日本医師会
　　　会長横倉義武

　　　　　　　　　　　　　一4
財政主導ではなく、未曾有の少子高齢社会が進展し、人ロが滅少していく中

！で国民皆保険を堅持していくため、我々医療側から、過不足ない医療提供が
；できる適切な医療を提言。



匡

（

　いま、考えなければいけないこと

　　　　　少子化の進展

　　　　労働力人口の減少

　　　　　　　㌫

給与水準の低下・儒険料負担の轍大
　　ごニ　　　　ー・ぶごと一二．一：ニー－kr　’－i　－∵

どうやって若年世代の負担を減らし、

　　社会保障制度を守っていくか

　　　健康寿命を延伸し；

元気な高齢者が活躍できる社会へ

生活習慣、がんの主な要因と対策

　　　　　　　　　　　拶．　、tl　穆t

　　　　　　　　　　t’蹴‖　、

　　　　　　　　　　　鰻合ぽ

’　・　菖s

1：繊舗
聡　　．「　　 シ

鶴み＝汐

2

対策

　　　自分の健康を意識ずる

1　　1に運動2に食事しっかり禁煙最後に薬　　　〕

　健診を受けて健康状態を把握する

適切な保健指導・医療介入につなげる

かかりつけ医
の役割

3



「かかりつけ医」とは（定義）

なんでも相談できる上、最新の医療情報を熟知して、

必要な時には専門医、専門医療機関を紹介でき、身

近で頼りになる地域医療、保健、福祉を担う総合的な

能力を有する医師。

　　　　　　　　　「医療提供体制のあり方」　2013年8月8日

　　　　　　　　　　日本医師会・四病院団体協議会

　　　　　　　　　　　　　　　赤1・・∴逗←こ鼻寄・罵iド・”，21

；　　　　ずっと、ずっと、このまちで過ごしていffreい。　　　・

｛　　　　　　　　　　　　　　　　「医療はまちつく射・δ　　ビ

4

　　かかりつけ医を中心とした

「切れ目のない医療・介護」の提供

患者・国民からの健康にかかわる幅広い問題

只〔亙コ頸会、
　，，z，1∴竺’

診療・相談

c顯戯㌦・・

　　鋼～°1” 鷺贈
生涯教育
地域の情報提供

鰍｛o‘・，等諸±・鰭　否9

専門医療機関　　且

｝三 M⊥蕗1

ド1か1か妙つ蓬素医・t

日常の診療、疾病の早期

発見、重症化予防

適切な初期対応

専門医への紹介
症状改善後の受入れ

v・”．i

　地域での
医療・介膜資源
に応じた対応

適切な受療行動、

1複受診の是正、

薬の1複投与の防止等
により医療費を適正化

；t｛

ノ

欝鱗。・．

専門的な検査・治療

合併症への対応

訪問看護
訪問介護

服薬指導等

灘

　歯科医師
　　薬剤師
看護師・准看護師

　管理栄養士
ケアマネージヤー

　　等

多職種間の連携

L・

5



H医かかりつけ医機能研修制度平成28年度応用研修会

開催日：平成28年5月22日（日）
事前申込者数：6，505名

受購者数：6．051名

　（日医会館：276名TV会議：5，775名）

【プログラム】

1．かかりつけ医の倫理

2．生活習慣病

3．フレイル予防、高齢者総合的機能評価（CGA）・

老年症候群
4．かかりつけ医の摂食嚥下障害

5．かかりつけ医の在宅医療・緩和医療

⊇，＿＿元㌍＿一讐＿．＿

、
　　｝

　　I

　　　l

ノ

平成28年度地域包括診療加算・地域包括診療料に係るかかりつけ医研修会

【目的】

診療報酬におけるr地域包括診療加算」等の算定を目的とした研修

開催日　：平成28年8月21日（目）　事前申込者数：6，660名

受購者数：5，849名（日医会館：254名TV会識：5，595名）

團㌶灘夢保のたぬ都道府雁嶋において端の鴫の開催
6

新たな専門医の仕組みの進め方について

・ 新たな専門医の仕組みに対して、「一度立ち止まる」こととした最大の要因は

医師の地域偏在の助長が懸念されたことにある。

・ 日本専門医機構における整備指針の見直し等の議論において優先すべきは

①地域医療体制にマイナスの影響を及ぼすことのない仕組みとすること

②地域医療の現場で活躍する医師が更新可能なものとすること

③変えるべきところと残すべきところを明確にすること

④ ㌫忽慧き隠籍；きご提とせfs専門医と非専門医は1

⑤そのうえで、旧体制においてほとんど議論されなかったサブスペシャルティ1

竺攣竺竺置づけを関係者間で十分L｛議論するこ竺＿＿」

・国の介入を回避し、真にプロフェッショナル・オートノミーによる運営を可能と

するためにも、スピード感を持って議論、関係者の調整を進めることが求め

られている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
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ご挨拶

公益社団法人　東京都医師会会長　尾崎治夫

　日本、特に超高齢化を迎える先進都市となる首都東京において、都民が住み慣れ

た地域で元気で健やかに安心して墓らせるように、本会では健康寿命延伸のため
の疾病予防、2020年の東京オリンピツク・パラリンピツクに対応できる医療提供
体制の確立、東京の医療体制の実態を考慮した従来の枠に囚われない医療提供体

制の構築等に取り組んでいます。
また、医学生との意見交換会など、次世代医師育成のための積極的なサポートに

も取り組み、医師会活動への理解を深めていただく努力も継続しています。

　Summer　Fes　2017では、学部・地域の枠を越えた医療系学生が一同に会し、活
発な議論を交わすことで、医療人としての知識・技能を研鋼されるものと期待して
います。日本、そして世界の医学の将来とともに、地域医療を支える有能な人材と

育っていかれることを祈念して、ご挨拶とさせていただきます。

Ivledical　Future　Fes　2017年度　代表　黒木平

　本日は、Medical　Future　Fes主催「Summer　Fes　2017」にご参加いただき、

誠にありがとうございます。「Summer　Fes」は、2回目を迎え、医療に関わる
様々なコンデンツを盛り込み、さらにパワーアツプいたしました。

　『Summer　Fe52017」は、～胸の奥から熱く～をテーマに、驚き、笑い、そし
て涙する、忘れたくても忘れられない皆様のひと夏の思い出となりますよう
に、メンバー全員で作り上げてきました。そして、2日間を通して学んだこと・

考えたことを、いつか皆様に思い出していただき、Medica　t　Future　Fesの活動

が皆様の人生のお役に立ちますと幸いですe
　いよいよ、「Summer　Fes　2017」の始まりです。皆様、思いっきりenjoyして

ください1！

｛「

　　Contents Address

P2

P3

P4－5

P6

P7

代表挨拶、目次

2日間のスケジュール＆会場見取り図

学生団体紹介

8／19（土）　講座紹介

スポンサー広告

P8－P9　8／20（日）講座紹介

PlO－11　展示スペース

P12－13　スポンサー広告

P14

P15

幹部紹介

メンバー紹介

胡輻At）

鴨柳゜，

　　　　川3へ峯日

∴。

公益社団法人東京都医師会

〒101－8328東京都千代田区神田駿河台2－5
TEL　l　O3－3294’8821（｛℃表）FAX：03・3292丙7097

JR中央・総武線御茶ノ水駅（御茶ノ水棉出口）下車徒歩約2分
東京メトロ丸ノ内線御糸ノ水駅下巾徒歩約4分
東京メトロ千代田線新御茶ノ水駅下鞭捷歩約5分

2



　　　8／19Sat・Program
桑と．セξ一ば一遁一us｝ぽ無ぬ一疏撤⌒砕幽一’－s；へ，．　　　．．李

r医療系学生のためのアロマ購座」会場①仔：30～

多忙で疲労やストレスが溜まっている皆さん、ぜひこの隅演に参加してみませんhN　？

医療系学生だからといって勉強だけじゃなくて、サークルやバイトも頑張りたいけど疲れてしまう…。

そんな医療系学生がリラックスできる方法はないカ、“・と考え誕生したのがこの企画です1

今回は先生のご経験もふまえ、アロマの基礎知1肋、ら、自分でリラックスするための使い方を学ぺます1
女性に大敵の冷えや櫨さんの疲れを改越するためのアロマの紹介もあり、日々の生活に役立つこと間違いなしでif　1
綱演中にはムエツトをお配りし実際に昏りを楽しむ体験も…1めったにないこの機会を活力、し、疲れている友違、

家族にもアロマを提案できるようになりませんカ、？皆さんのこ穆加お待ちしております！

鍵，
ピヌ

吉岡恵理先生

＞1

；・t・・tl・－　　　1，　L’．“、．パ．．’，．肋、．．。kiUISksSl　，．1：

一葱・璽翻

アロマ環境協会認定アロマインストラクター・アロマアドパイザー、
ニールズヤードパートナーシヅプアロマセラビー認定購師．‘

商社動務時に、自身も含めて過労で体隅を崩す社員が多く、未病の段階でのセルフケアの大切さを知る，

現在はアPマRインドスノ埠スなど多角的に心と身体のセル7ゲア・ライフスタイルを指導している・
，F，　t’　…’・；「　」，　－　t／｝．；　　、・・　．－1・■．．．，k」＿，｛▲　　　　　　　　　　　　　v

「災書から学ぷチーム医療」会場②13：30～

チーム医療という呂簾はよく耳にしますが、良いチーム医療とはどんなものでしょうか？優秀な医師が累哨らレい指導力を
発揮したらモのチームは良いチームか？その匿師がいなくなっても同じように医療提供できるカ、？どんな状況でも、
チームメンバーが変わっても，同じように医療提供ができるのが良いチームではないでしょうか？
日本のどこカ、では周期的に大St6Ptt！ltlRに見銅われ、気候変動による集中豪爾による被害など自然災酋の影響に見掲われていますv

このような状況で、被災し、日常生活を奪われた方々の中には、以前より病気を患って治療を必袈する方々が大勢います。

災害支姻は1人では出来ません．多職租でのチームワークが必須です。自分がチームの一Nになったとき、
どのように行動するぺきか、チームワークを向上させるための考え方や自分違にできることについて一キ8に考えていきましよう！

左：鈴木真先生右：土■貴大先生

腰：

1・

　　　　　　　　亀田総合痢院は、亀田メディヵルセンターの中核として機能する施股です．

　　　　　　　　千葉県南部の基幹痢院としで、優れた人4オ、高精度機器を導入・駆使し、　1

　　　　　　　　　　　　　こト　　　　　　　　　ぞ　　　　ヘズゼプぜ　　ヨん　　　　　ア　　　　　　　　　　らう　レレ　びピぶバ

rVRによる認知症の症状の・一人称休験」　会場①15：30～

みなさん、鰻近話題のVRを知っていますか？モうです、あのゲームなどで有名なVRです1
それを医療とコラポしてみたら面白そうだと思いこの企画が腿生しました1
蛇知症を自分で休験したら認如症の人の気持ちが分かるのではないカ、？題してVRx認知症1

ここに来れぱあなたは認知症を体験することができます。さて認知症ってどんな世界なんでしょうか。

下河原忠道先生

騨
§：

［

顯

株式会社シルバーウヅド代哀取締役、一般財団法人サーピス付き高齢者向け住宅協会埋事．　　　・
高齢者住まい事叢者団体連台会幹事．2000年株式会社シルバーウッド社股立／“

2011年直轄運営によるサービス付琶高齢番向け住宅f銀木犀」閲股。
現在脚十中のものを含め12棟の高齢省住宅の経営を行う、2016年VR認知症プロジェクト開始．

ξ：

旨・

「持続可能な地球を目指して：21世紀の医療従事者の姿」会場②15：30～

アフリカのマラウイ共和国へ外科医として渡ったのが20数年．成人の4割がHMこ感染しているという絶望的な中で3000例を超える手術を手掛ける中、
農村にビビッドに根づく様々な宗教的な儀礼や伝統的な医療、さらには呪いの妖術社会に潜入してきました．アフリカ各地で経験してきた様々な
コスモロジーや多元的医療を紹介しながら、社会の中で生まれ育っていくアフリカの命、そして限られた資源の中でアフリカの人たちがいカ、に命を
大切にしているのか、についてお話をさせていただきます．持続可能な社会創造の時代における地球の未来について、みなさんとダイアローグさせてください．

杉下智彦先生

医学部卒業（東北木学）s公衆衛生修士（八一バード大学院）、学術修士｛ロンドン大学アジアアフリカ碗究大学院）、

学術博土（グレート大学キスム枕大学院〉。外科医師、公衆衛生専門家、医療人類学番とし宝1・’OL　　　　　：：・t一

アフリカを中心に3qか国以上で保健システム案件の立案や技術指導に携わるほhX・・融㌻　’J・　’j・1

盟窪鵠欝纂皇孝纂奨甥麟鷲曝織劃霧霧㌶諸1レ’w頃燃㌘」弓頚禁奪章ち・

2・エ4旬斑勲，ピ警ス・㌘ゲリXft受es・2°16駆鋤労搬讃・

” 心、＾’
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r命を支える面白い仕事
～国際医療支援・病院づくり・地域包括ケア～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場①②10：30～

累積赤字4億円の潰れかけた病院に赴任した。当時医師は4人しかいなかった。
間かれた病院を作うつと、30年前から「地域包括ケア」を始めた．

在宅医療、健康づくり、死を循取る医療である。

今、病院はマグネット・ボスビタルとなった。100人の医師が働いている．
26年ほど前から国願医療支媛を始めた．チエルノブイリにユ02回医師団を送り、

イラクの難民キャンプに13年醐通い続けている。子ども遅の薬代のため、
チョコ獅金として毎年16万個のチョコを売りきるbそれがNPOの活動闘になる。
文庫やR蓉を含め100冊以上の本を出版し、3枚の膏楽アルバムをプロデュースした．
皆と同じ発想をしないことが大事．医師だからこそ、人の役に立つ生皆方ができる。
自分でもわくわくするような生き方ができる。命を支える、すばらしい仕事である．

ジA”’　t‘iL・ 心望旦∨㌔　　戸・鬼）、ヅ・t‘仁　　工　㌔　・’一、・・：㌧馬埠∫婦・畑

　wiftS’

　　　　．1　　　ノ
1…N’”　ζ

，，，、・

∵；遠

　嫌田實先生　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　i　　日

　東京医科歯科大学医学郎卒業後、畏野県・識肪中央病院へ赴任．30代で院艮となり、漬れカ、けていた癩院を再生させだ．
　「健康づくり運勧」を実践し、脳卒中死i亡率の高かった長野県はいまやM寿日本一、医療黄も安い地域となった．

　㌫ぷ鵡纏霊霊忍1レ諸竺糟饗欝甥還癬縦る医8輌派ML，・　　’

1㌶騨竃議灘1灘繹耀騨鑑竃竺Nξib、

　　　　　　　　　　　1　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　f　　　　　しいr、　　　　　　　　・，㌦

r占亘テ噛むとξ研究室」 一 ケー的，、　　　　～r…　’叩・“い　”　t・”t・・O　H・　・、’・㍗寸パ’，制烏知㍉’・℃・いピxJt・）！，，　　・〆笥戚・卑㌔

会場①13；3e～
い 　東レ㌦“・智♂xsx

みなさんこんにちは．今回私たちt9・日常生活で当たり前のように行なっている“噛むこと1’について、株式会社ロツテさんのご協力のもと

詳しく掘り下げていきたいと思います1！「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
なぜよく噛んで食べることが大切なのか？噛むことは食ぺ物を噛み砕くことの砂ならず、脳や心、身体全身に影喜を及ぼしたり、

衷情筋を鍛えて英容効果に繋がったり、様々なことに閲わってくるこζを是非知うていただき、そQて体感していただけたらなと思います（杁＾・）1
また、今回は株式会社ロツデさんにζ協力いただき、咀咽力判定カムを用いて、自分がどのくらいの力で地めているのかをガムめ色の変化をもとに測定し、
日頃のご自身の噛み方を振り返りながら、噛むことについて考えていただく体験型となっております。噛むことの本当の意味を知り、
それを大切にすることであなたの人生もより良いものになるでしよう、是非、私たちと一緒に体感してみませんが？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾崎史浩先生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　’，，’”7　　　　　　いls　　　　　　　　“”
’”噛むことnは、脳や心、身体にまで多大な影嘗を及ぼしています書　　い　　　　‥
創業以来ガムをつくり統け、”喘むごどに取り組んできたロッテが社会のためにできることv

私たちはこれから様々な研究機閲や企業と迎携し、壊適な”噸む”を提供することで、
みんなのカに穆りたいと考えてい琴す・噛むチカラを、みんなの力に．　　　　　　　（

　　　　　　　　　　　　tiv㌔　声づ　r　ぷ　　　　”rtl≠’　“vL　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　4t　λ　r’　　　　u
＃幽輪s蜘『㊤ばξ“・・

蝋｝tv　、ンヂ‘　“lb’sず　’うρぺ　　M’

「いい国作ろう医療政策」会場②13：3e～

皆さん、2025年問題をご存知ですか？
日本は2025年に団塊の世代が75歳以上、つまり後期高齢者になり、”超・超高齢者社会”を迎え、これに伴って介腹や医療費が憩堀すると考えられています．

毅鵠翻齪罫狸蕊ぽ瓢き2寺溜繁蹴繍認蕊勤鑑5禦糟轡蹴生tC・　Pt生鋤省がil
もちろん偵違、私遠の将来に関わってくることです！

これを機会に鮨さんで一緒に考えませんか？一緒に日本の未来を明るくしましょう1

加顧拓鳥先生

’ 瓢麗罐学噛随轍九州大学硫鵬床研修医として2年蹴　　’
その後、平成23年に厚生労働雀へ入省後、医療保険制度（珍療報酬）、熱中症対策やイタイイタイ痢（環境省）、

、医師やコメラ留カルの国家賦験などの縦務を経験．　　　　　　　　　l　　　　t．・v．　　　　　、　　．

幣燈捌省保蹴項岬卿保険搬（診療酬のm務を担当中・　∴　、　rL1　1．　g　．．．。

　断已酎・、㌣：～
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τ繰f難病患者、医師になる～患者に寄り添うあなだ稽1伝えたい一つのX㍉セージ～」会場①15：30蓼

；㌶綴蕊欝識漂蓑ξ欝巽畠霞溜鵠違誌瀧2漂晴需鰐㌫㍗と半年とSわれたら・どうmaじます鰺
　でもあれだけ患者に寄り添っていたつもりだったのに、当たり前に思っていた自分自身の健康や命を脅かされて初めて、
如何にそのことを貰剣に考えれていなかったのか倶らは衝額を受けたんです。

　あなたにとって、生きるとは何なのか？そしてそれを脅かされた患者と寄り添う私違に本当に必要なものってなんだろう。

その問いを通してグルーブディスカツションを行い、医師であり患者でもある倶らとこの時間を共有することで、
、生涯残るようなたった一つのメッセージをお土産に持ち帰ってもらいたいと思います．皆で一緒にお話できること楽しみにしています．＾A

大野洋平先生

灘奨亮警1慧鑑響譜類譲舗濃漂纏‡雰；篇麓㌶賓熱順
、練馬光が丘病院総合診療科で後期研修中．卒蹟後は同じ疾患を持つ小児患者対象の

・ サマーキャンプやNPO法人患者スビーカーバンクに参加．患者と医師の両立を榎索中．

己：c

一

i　”hi．s、　t－，

ノ
ttl

麟、

撫

山田裕揮先生　　　　　　∴、　｝

医学部進学後、患省をイメージ出来ない医学教育システムに疑問を持ち、

全国の医学生有志を募ったResldent14や丁EAM閲西代表などを通した活動中に、
自身が難病を患う．患者として、医師とじてζ声入のひととして今、

何が出来るのかを自身のデーマ‘蕊3口賓に寄り添う．市立堺病院、瑠路加国際病院を経て現職．

泊

総
1、」
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・ 、亘：

汀癌の痛みをいかにして綴和するか？
一モデル患者を用いた痔痛緩和シミュレ

’翌

一ション斗　会場②15：30～

「痛いんです．先生、お薬でなんとがならないんでしょうか？」、

これは、30年近く前，駆け出しの病院薬剤師だった私に16歳のがん患巻さんが掛けてきた琶葉です。
モれからずっと、私は臨床の現場で患者さんの苦痛を級和する方法を探してきました．
今回の鴎義では、そんな現場の知識を、皆様と共有したいと考えております。
購義の内容はN麻薬性鎮痛剤の使い方のコツ、酬乍用の対処法、鰻賭さんが持つ不安への｝醐法、原因別痛みの対処法、

麻薬性鎖痛剤では対応できない場合の鎖痛補助薬の使い方など現堀で必須の知楓です、
また、困ったときに使えるインターネット上の緩和医療資料集の使い方もこ脱明します．

” 今回はモデル患者をお示しし、どうしたらいいカ、を皆様と一緒に考え、参加していただくことで、身に付く学習をしていただきますti

今後、衝様が臨床の堀でお会いする患者さんのために、超非この機会をご活用ください．

真野徹先生
　瓢「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

：’ 汗菓科学大学薬学部　非常鋤購師　元沼津市立病院薬剤郎　副部畏
可癌疹痛および終未期の膿症状に対する緩和医療の処方」をインターネットで発表
・1㌔宙は「1ラジクアップをめざすtがんぽ痛治療」（爾山堂、共蕎）、

　↑緩和ケアチームの立ち上げとマネジメント　ー般病棟で取り組むための支援カイドj（南山堂、共著）、他
、協ぷぷば、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　ik．
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☆懇談会☆のおしらせ
20日の講演後に、イベント参加者の方を交えた懇親会をやります！！

去年の参加人数はなんと100人！！

楽しい講演会の後は、美味しいお酒を飲むに限りますね！！

ナポリの下町食堂お茶の水店

03－3291－3601
東京都千代田区神田駿河台2－1－45ニュー駿河台ビルBlF
（会場から徒歩2分）
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Dear　IFMSA　Asia－Pacific

lt　is　like　a　dream　come　true　for　me　to　be　able　to　welcome　you　to　Asia－Paci｝ic　Regional　Meeting　201　7　in

」opon．

　　　　　　The　Organizing　Commi廿ee　hαs　been　working　刊relessly　ond　passionately　fo　bring　on

unlorge廿αble　APRM　for　all　of　you．　We　are　sure　that　at　this　conference，　you　will　leornσnd　hove　your

horizons　bro（】dened，　form　friendships　that　last　forever，　ond　return　home　inspired　b　moke　o　ch（mge．　h

addition，　we　hope　fhぱyou　will　experience　the　essence　o臼aponese　culture　both　troditionol（】nd　modern，

by　sfoying　in　Tokyo，　the　be（コting　heo汁of　ourcounfry．

　　　　　　APRM　is　an　opportune　place　for　medical　students　in　the　Asia－Pocific　to　learn　and　discuss　various

globol　issues　with　on　odded　medicine　ond　health　perspective．　Some　moy　osk　why　we　need　to　be

concerned　about　global　issues（ls　medical　students．

　　　　　　To　that，　l　would　soy　that　mony　o臼he　problems　the　world　faces　today　call　for　a　he（】lth

perspective　in　order　to　sclve　the　vulnerable　ond　to　come　up　with　solutions　that　work　for　everyone．　As

medical　professienals，　we　hove　o　deep　understand　of　the　value　of　hum（】n　life　and　dignity　through

firsthand　experiences，　ond　so　we　should　be　at　the　forefront　to　advocate　for　their　protection．

　　　　　　ln　the　light　of　this，　this　year’s　APRM　theme”Healthcare　in　Con刊icts　qnd　Emergencies”explores

the　respensibilities　of　healthcore　professionals　in　emergencies　and　whot　roles　we　hove　in　contributing　to

peoce．　l　hope　thot　this　theme，　not　usually　covered　in　medical　school　curricula，　will　enlighten　students　to

think　more　broodly　about　the　world（】round　them．

　　　　　　The　volue　of　this　regional　meeting　lies　in　its　diversity，　os　students　c（】n　bring　their　own　local

experiences　ond　insights．　l　sincerely　hope　that　this　APRM　will　be　o　friendly，　inclusive，　ond　stimulating

spoce　for　students　frem　alI　over　the　Asi（i－Pacific　to　sh（】re　ond　deepen　their　thoughts（md　to　fosterαspirit

of　camoraderie．　With　this，1　would　like　to　welcome　all　of　you　future　colleagues　to　ioin　us　in　Tokyo，　Jopon

for　on　unforgettable　iourney．

Warmest　regards，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nonq　Ton（】moto

　　　　　　　APRM201　7　Organizing　Committee　Choir

IFMSA－」apan　Vice　President　for　lnternational　A肝airs
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Welcome　to　APRM201　7」apan1

lt　is　my　greatest　honour　that　IFMSA－」opon　is　hQsting　an　APRM　for　the　first　time　in　10　years　since　2007，

For　those　visiting」opon　for　the　first　time，　ond　olso　for　those　frequent　visitors，　I　hope　that　all　of　you　will

have　a　great　time　in　our　count「ソduring　this　APRM．

　　　　　　This　yeor’s　theme　is”Healthcare　in　Cenflicts　ond　Emergencies”The　Asia－Pacific　is　o　diverse

region，　os　each　covntry　hos　its　unique　problem　ond　the　woys　the　government　ond　civil　society　tackle

them．　Despite　this　diversity、　there　are　mony　ways　in　which　we　con　learn　from　eoch　other，　cooperate　with

eoch　other，　ond　to　become　o　sfronger　region　together，

、

　　　　　　IFMSA　is　o　ploce　in　which　medical　students　overcome　the　differences　in　ianguages，　cultures，

ond　religions，　Here、　students　netWork、　collaborate、　ond　oct　towards　the　lutu　re　of　heolthcare．　ln　this

onnuol　meeting，　l　hope　thot　NMOs　will　share　with　eqch　other　about　their　countries　ond　activities．　l　om

olso　hoping　that　this　APRM　wi‖be　o　ploce　to　foster　discussions　that　lets　delegates　explore　the

possibilities　of　what　we　can　do　as　medical　students　to　moke　o　positive　impact．

三

　　　　　　1　sincerely　wish　that　experiences　goined　in　the　APRM201　7」apan　will　lead　to　students　moking　a

chonge　in　the　Asia・Pacific　ond　that　this　exceilent　regional　plafform　of　future　doctors　continue　to　exist　in

the　futu　re．

Best　Regords，

　　　　　　　　　　　　　　　　　Nagiho　Tsukada

President　of　IFMSA－」opon　2017／2018
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・Dear　Asia－Pacific　and　medical　students　all　over　the　world，

lt　is　truly　an　honor　to　be　able　to　invite　you　to　the　1　3th　Asia－Pacific　Regional　Meeting｛APRM｝in　Tokyo，

」opon　this　September．　As　one　o臼he　five　regional　meetings　within　IFMSA、　APRM　hos　olwoys　been　o

gathering　place　for　IFMSA　members　within　Asia－Pacific．旧s　on　oppor沁nity　for　you　to　get　to　know　eoch

other　as　well　as　to　exchange　ideas　and　best　proctices　amongst　yourselves．　The　regional　meeting　wiII　be

ogood　opPortunity　for　all　of　you　os　the　futu　re　o臼he　heqlth　sector，　to　network　ond　build　yourcapacity　to

do　the　work　that　you　love．1，，　representing　my　regional　team　and　the　organizing　committee，　om　confidenf

that　APRM　will　allow　you　to　feel　more　empowered，　push　you　to　improve　your　capacity，　and　thoroughly

expand　your　worldview　by　the　end　of　this　meeting．

；

箏

1：

！t

ヂ

：

ミ

：

　　　　　　Nowodoys，　the　region、iiS　becoming　more　ond　more　a｝fected　with　the　volatile　geopolitical

situation　of　our　world．　We　are　witnessing　a　world　in　which　health　is　quickly　becoming　an　even　more

more　cruciol　ospect　than　befo　re．　Conflicts　between　different　ideologies，　refugees　entering　the　regjon，

increased　chonces　of　notu　ra　l　disaster，　ore　some　o臼he　things　that　led　to　on　increased　need　of　healthcare

providers　who　ore　able　to　understond　the　situation（】nd　work　well　in　such　cond廿ions．　Thus、　taking　all　this

into　consideration，　we　hove　decided　b　bring　up　ond　underline　the　importance　of　the　proposed　theme：

〃 Heoi｝hcare　in　dσnger”for　this　year’s　APRM．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　　　　　The　Asio－Pacific　Regional　team　w川be　moking　the　best　poss｜ble　sessions　for　you　oll，めoide　you

in　ensuring　your　obil赫y　b　impart　maximum　chonges　in　locol，　national，　regional，（】nd　internationa目evel．　I

would　like　to　convey　my　thanks　to　my　team　and　the　amazing　Organ．izing　Commi廿ee　from、　IFMSA－j（】pon

who’ve　worked　hord　ond　w川continue　to　work　tirelessly　to　prepd7ざdn　omozing　meeting　for　our　region．

h

：

t

1 llook　fo　rward　to　welcoming　you　oll　in　Tokyo，」opon．

P

On　behalf　of　the　Asi（1－Pacific　Regional　Team　2016／2017

1
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k

i“e“tse“betd＿　．　＿t ’　　r．：LS s　　　　　　t
，　　j　　　・t　　　　　”　」⑱
　　　　㎡

　　　　　　　　　　　　　　　Satria　Nur　Sya’b（】n

lFMSA　Regional　Director　for　Asio－Pacific
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Yoshitake　Yokokura、　M．D．

President，　Japan　Medical　Association

president．elect、　Confederation　of　Medical　Associations　in

Asi。　ond　Oce。ni。｛CMAAO｝

Presidenトelecf，　World　Medical　Association　（WMA｝

、ご’

，／

　　　　　　　　　　

｛ダ”

鰻ダ
　　　　き

ln　modern　times　oチodvoncing　globolization　ond　ropidly　progressing　borderlessness，　it　is　increasingly

important　that　physicions（】cross↑he　border　stqnd　united　fo　prepore　against　infectious　diseqse　outbreak

ond　ndurol　disasters　and　build　o　new　system　for　a　new　oge．

The　world　si沁ation　is　chodic，　ond　urgenパssues　such　os”Heol↑hcore　in　Donger，’’”Climate　Chonge，”

ond”Social　Determinants　of　Heol↑h”require　our　urgent　initiatives．　ln　addition，　the　United　Notions　is

holding　up　the　messoge　o｝”leave　no　one　behind”in　the　Sustainoble　Development　Goals，　ond　hos　set

forth　comprehensive　gools　by　2030，　including　ensuring　healthy　lives　ond　promo↑ing　wellbeing　for　all加

all　oges．

It　is　all　the　more　impor｝on口h加we　moinbin　close　colbboro目on　globally，　continue　working　to　improve

heolthcore　quolity　os　much　os　possible　wi↑h　high　ethical　stand（】rds，　ond　creqte　on　environment　that

ensures　he・lthy　lives　f・r・ll　pe・p｜e，　bec・use・these・re・uressen舗。1・missi・ns．

preparing　on　environment　to　foster　young　physicians　who　mee↑the　needs　o臼he↑imes　ond　encourqge

their　achievements　is　a　key　issue．　When　l　ossume　fhe　Presidency　o臼he　CMAAO耐his　Seplember　ond

of　the　WMA　in　October，1　wish　to　encourage　more　in．depth　discussion　about　better　medical　training，

ond　promde　actMties　with　visions　b　develop　the　environment　in　which　medicol　students，わwhom　the

fvtu　re　of　medicol　practice　wi‖be　e耐rusted、　con　reoch↑heir　goals　ond　hopes　ond　practice　ideol

medicine．

lwould　like　to　congratulate　the　holding　of　the　Asia　Pacific　Regionol　Mee舖ng　2017，0nd　l　hope　this　will

be　on　opPortunity　for　medical　s阯den↑s　in　these　regions　to　grow　even　further　so　that　they　would　play　on

odive　role　in　the　healthc（】re　community　of　their　home　countries　and　the　world　in　the　future．



Dear　participants　of　APRM　2017、

　As　the　president　of　the　Tokyo　medical　association’1　would｜ike　to　extend　my　warmest　welcome　to　all

participants　of　the　APRM　201　7　to」apan　and　to　this　event．　Myself　and　all　the　Members　are　all

extremely　hoPPy　ond　grateful　to　be　oble　to　host　this　event　in　TOKYO　this　yeor．　Origina｜ly　bock　in

2011，APRM　wos　scheduled　to　be　held　in　TOKYO　but　all　that　had　to　be　cance｜led　due　to　the　Great

Earthquake　of　Eastern」opon．　The　mossive　disaster　had　destroyed　buildings、　infrastructure，　which　pvt　a

huge　stroin　on　economic　octivities　o臼he　entire」opon，　n　ot　to　mention　the　countless　lives　lost　and

iniured．　Families　were　displaced　from　their　home　towns　and　were　forced　to　live　in　temporary

shelters．　From　the　Tokye　Medical　association，　mony　dodors，　nurses，　and　medical　professionals　were

dispatched　to　the　rovoged　oreos　in　hopes　of　helping　the　needy．　The　ossociation　was　also　actively

involved　in　fund　roisers　so　that　the　victims　con　be（】ssisted，　These　cooperative　efforts　ore　sti110n　going

（】s　the　dis（】ster　is　still　very　much　in　its　recovery　s↑oge　ond　prob（】bly　will　require　many　more　years　for　full

recovery．1　think　it　would　be　very　significont　that　APRM　201　7　to　include　discussions　on　how　the

medicol　field　hod　contributed　to　the　disaster　recovery　e肝or↑s　so　that　ony　futu　re　mego　disasters　con　be

be廿er　monoged．

ln　associotien　with」opoパs　Ministry　of　Health，　Lobour，　and　Welfare，　Tokyo　medical　associqtion　is

also　working　closely　with　TOKYO　Metropolitan　Government，　ond」opon　Medical　Associqtion

↑opromote　non．smoking　for　obvious　health　reosons．　Passive　inhalation　of　cigore廿e　smoke　is　o　serious

issue　th《コt　needs　to　be　oddressed｝or　the　benefit　of　everyone．　lncreasingly　each　yeor，」oP（】n‘s　society　is

facing　o　serious　chollenge．There　ore　less　ond　less　children　being　born　clnd　the　elderly　ore　becoming

m・・e・f・m。i・・ity・f・the・enti・e　p・p・1。ti・・．　Thi・i・。f・pi・　that　require・input　fr・m・ll　f。cet・・f…

society，　The　sociol　aging　will　aiso　advance　in　e∨eryone’s　country　soon．　l　promise　you　to　build　on

oppropriote　medical　health　coveroge　system　qs　o　world　standard　in　the　future．

While　you　ore　here扁opon，　please　take　this　opportunity　to　experience　and　to　see　first　hand　the

advancements　in　the　medical　technologies　and　the　professionolswho　ore　diligent｜y　working　to　provide

the　highest　quolity　of　he（】lth　core．」opon　also　is　rich　in　traditional　performance　orts　such　qs　Kobuki　ond

Noh．　You　con　also　go　b　Akihabara　ond　enioy　the”Otaku”cul↑ure　like　cartoons　ond”Anime“iust　to

mention　a　few　of　the　entertainments　that　can　be　enioyed．

1　trust　that　this　APRM　201　7　will　be　a　meaningful　and　a　memorab｜e　event　to　you　all

and　that　it　would　be　an　asset　to　you　for　the　future　os　medical　professionals．

Thonk　you　very　much．

The　President　of　Tokyo　Medical　Association

Haruo　Ozaki
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今回、10年ぶりに日本でAPBMを開催す
多くの方々にご協力項き董膨た。
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個人協賛（寄付金）

お名前（敬称略） 所属先

　

　

阿部計大
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佐治朝子

佐藤峰嘉

坂元晴香

阪田ぎ

山田舞耶

柴田淳平

　修丹櫻

小泉さやか

小林郁絵

照井理美

森本佳奈

大串祐馬

天満雄一

田中豪人

　　東京大学大学院公衆衛生学

長崎大学病院感染制御教育センター

　　北海道家庭医療学センター

　　王子総合病院　呼吸器内科

　東京大学国際保健政策学教室

　　奈良県総合医療センター

　JA長野厚生連佐久総合病院

　　　　　豊橋市民病院

　　　　　坂総合病院

　　　　　伊東市民病院

　　　　奈良県立医科大学

　　京都大学医学部附属病院

　福岡大学医学部精神医学教室

　　　　　佐久総合病院

国立国際医療研究センター国際医療協力局
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